
2017 年 9 月吉日 

≪ 第２８回勉強会 ワークショップのご案内 ≫  
 

テーマ  『毛髪物性を考える -ハリ、コシのある毛髪を目指して-』 
 

日本化粧品技術者会 大阪支部 

幹事長  岡田 文裕 

部会長  前川 喜美 

 

平素は、日本化粧品技術者会大阪支部の活動にご支援、またご参加いただき、誠に有難うございます。 

 

今回の勉強会は毛髪関係に注目し、『毛髪物性を考える』 をテーマに、椙山女学園大学の上甲恭平先生を 

お招きして「毛髪物性におよぼす微量構造化金属成分の役割」と題してご講演いただきます。 

その後、化粧品原料メーカー様から毛髪物性を変化させる原料や毛髪のハリ・コシに寄与する原料を紹介して

頂きます。 

上甲先生のご講演に加えて、幅広いアプローチの原料紹介により、毛髪物性、毛髪のハリ・コシについて、多く

の知見や情報を得られると思っております。 

また、情報交流会では、より具体的な情報を得ていただくため、化粧品原料メーカー様 4 社の原料展示も行いま

す。 

どうぞ奮ってご参加いただきますよう、お願い申し上げます。 

記 

〔日  時〕  2017 年 10 ⽉ 19 ⽇（⽊） 13:00〜 受付開始 （会場前にて） 

  

〔場  所〕  大阪商工会議所 1号会議室 A （B１F）  

〒540-0029 大阪市中央区本町橋2番8号 

○ 寄駅 地下鉄堺筋線・堺筋本町駅より徒歩7分  

地下鉄谷町線・谷町4丁目駅より徒歩7分   

http://www.osaka.cci.or.jp/Shoukai/Map_Tel/shozaichi.html 

 

 
 



〔スケジュール〕  

 

１． 13:20 ～ 13:25 開会の挨拶 

 

２． 13:25 ～ 15:35  講演 「⽑髪物性におよぼす微量構造化⾦属成分の役割」 

  椙山女学園大学 生活科学部 生活環境デザイン学科 

教授 上甲 恭平先生 

 

毛髪の物性を語る場合、多くの人は本体であるケラチン組織に着目しますが、日常の

わずかな刺激に対する応答は非ケラチン組織が担っていることが多くあります。 

本講演では、非ケラチン組織に含まれる微量金属イオンに着目し、毛髪物性に果たす

役割についてお話します。  

 （講演途中で休憩時間を取る予定です。） 

＜講演終了後 １０分休憩＞ 

３． 15:４5 ～ 16:55 化粧品原料メーカー様発表 （４社）  各 15 分（交代時間も含む） 

 

  原料紹介１ 「毛髪物性を変える３タイプの原料」  
一丸ファルコス株式会社 

開発部 研究開発二課 河合 徳久氏 

 

１． ケラチンの代替として働く補給系原料 

２． 機能を失ったキューティクルの代わりになる皮膜系原料 

３． ＣＭＣの代替として働く保湿系原料 

 

  原料紹介２ 「健康でいきいきした髪へ ～シリコーンでハリ・コシ付与～ 」  
東レ・ダウコーニング株式会社 

応用技術 4 部 主任部員 神崎 康枝氏 

 

シリコーンアクリルデンドリマーシリーズの Dow Corning® FA 4003 や FA 4103、超高重

合シリコーンのエマルジョン HMW 2220、アミノシリコーンエラストマー CE-7081、高重

合シリコーンガムの CB-3046、CB-1556 でハリ・コシ、うねりのコントロール。 

  

  原料紹介３ 「ヘアカラーによるハリ・コシの損失を抑える」  
クローダジャパン株式会社 

研究所 応用研究グループ 田邉 弘之氏 

 

アメリカを発祥として日本でも類似コンセプトの製品が上市されてきていますが、酸化染

毛剤に用事混合で使用する処理剤を含めたシステムトリートメントに適用可能な原料の

ご提案です。 

 

  原料紹介４ 「消費者の悩みが頭髪化粧品の評価を分ける」  
株式会社成和化成 

営業課 早坂 友幸氏 

  

毛髪のエイジングに悩む人はケラチンを好む。そんな結果が我々の試験から明らかと

なりました。 今回は、その結果を導き出した分析方法とケラチンの毛髪への効果につ

いてお話します。 

 

 

 



４．   16:55 ～ 17:00   閉会の挨拶 

 

５．   移動後 ～ 18:30  原料展⽰・情報交流会  ６F 末広の間 

※ 会場にて、４社による原料展示を行います。 

活発な情報交流の場としていただければ幸いです。 

 

 

〔参 加 費〕 会員 ・ 会員代理 ： 3,000 円  

※ 原則先着、定員１００名となり次第、締め切りとさせていただきますが、 

１社につき２名様まで（但し、各社、会員登録されている⼈数に限る）で、お願い致します。 
会員登録されている会員名のご記⼊も、お願い致します。 
定員に余裕がある場合は、１社３名まで申し込みを可能と致します。 

ご希望の方は、事前に事務局までお問合せください。 

 

 

〔申込方法〕 申込書を、ＦＡＸまたはメールにて 10 ⽉ 16 ⽇ (⽉)までに、事務局宛（下記記載）にお送りくださ

い。 

※ 参加証等は発行致しませんが、当日、受付にて参加者名を確認させていただきます。 

※ 定員オーバー等でご参加いただけない場合のみ、ご連絡いたします。 

申し込み期間が短くなっております。 お早めに、お申し込みをお願い致します。 
 

 

 

〔送金方法〕 参加費は前納とし、支部名義の下記口座に 10 ⽉ 17 ⽇ (⽕)までに、お振込み願います。 

なお、振込料は各自にてご負担くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 

口座名：三井住友銀行 大阪中央支店 普通 No.１４５６８０ 

日本化粧品技術者会 大阪支部 会計 安藤 芳彦  （アンドウ ヨシヒコ） 

 

 

 

 

 

  
 

 

〔問合せ先〕 日本化粧品技術者会 大阪支部 事務局  

〒541－0045  大阪市中央区道修町 1－7－11  岩瀬コスファ㈱内 

TEL：06‐6231‐3459   FAX：06‐6231‐5769   Email：osaka@sccj-ifscc.com  

 

          以上 

 

 

 

 



 

 

〔申込み先〕 日本化粧品技術者会 大阪支部事務局宛                 FAX：０６－６２３１－５７６９  

 

 

 

『2017 年 10 月 19 日（木） 第 28 回勉強会 ワークショップ 参加申込書』 

 

申込日：      月      日 

社名・所属： TEL： 

 

FAX： 

氏名： 

 

（代理参加の場合 会員名：                   ）
MAIL： 

社名・所属： TEL： 

 

FAX： 

氏名： 

 

（代理参加の場合 会員名：                   ）
MAIL： 

 

 

 

 

 

 

◆参加費の振込み予定日 （ 2017 年 10 月 1７日（火）までにお願いします。 ） 

 

 

 

 

              2017 年      月      日  （    ）  

 


